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熊
本
県
を
中
心
に
あ
い
つ
い
だ
地
震
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
地

の
自
治
体
職
員
・
組
合
員
は
自
身
も
被
災
し
て
い
る
な
か
、
住
民
の
た
め
に
昼
夜
を
問

わ
ず
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
被
災
者
の
支
援
・
救
援
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
職
員
・
組
合

員
の
業
務
を
支
援
し
、
行
政
機
能
の
回
復
を
は
か
る
た
め
、
自
治
労
と
し
て
人
的
支

援
の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
場
の
状
況
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
（
五
四
頁
）。
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）

度重なる地震により、倒壊し
てしまった民家。かろうじて、
建っている民家もあるが、益
城町周辺はほとんどの建物が
全壊・半壊している。倒れた
建物は、地震から１ヵ月たっ
ても、まだこの状態のままだ。

蒲島郁夫熊本県知事に義援金を
手交する川本委員長。荒金副委
員長と自治労熊本県本部の境委
員長と徳冨副委員長、西県議会
議員も同席した。この後、熊本
県と自治労で意見交換を行い、
今後の支援を確認した。

熊本・宇城市の避難所（ウイング松橋（まつばせ））の様子。
避難してきた方々に、朝・昼・夜と食事を提供している。
この避難所にも自治労ボランティアが入り、支援を行っ
ている。写真左の黄色のビブスが自治労からの支援者。

西原村の担当者らから、現状
や今後の動きの説明を受ける
自治労本部と自治労熊本県本
部。西原村は益城町と同じく、
震源地に近く、多大な被害を
受けている。この後、西原村
の首長と意見交換を行い、今
後の支援を確認した。

熊本地震の支援行動に入る
自治労ボランティア支援団
が熊本に集合。前グループ
から現地の状況や業務の内
容などを引き継ぎ、次の日
から各被災自治体の支援行
動に入っていく。

度重なる地震により、倒壊し

西原村の担当者らから、現状

熊本地震の支援行動に入る
自治労ボランティア支援団
が熊本に集合。前グループが熊本に集合。前グループ
から現地の状況や業務の内
容などを引き継ぎ、次の日
から各被災自治体の支援行
動に入っていく。

熊本・宇城市の避難所（ウイング松橋（まつばせ））の様子。
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